
小倉百人一首競技かるた
第三回ちはやふる小倉山杯協賛社決定のお知らせ

「第三回ちはやふる小倉山杯」（主催：一般社団法人全日本かるた協会、共催：公益財団法
人小倉百人一首文化財団・一般社団法人ちはやふる基金）の協賛社が以下の通り決定しまし
たので、お知らせいたします。（五十音順／敬称略）

PRESS RELEASE
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報道関係者各位
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一般社団法人全日本かるた協会
公益財団法人小倉百人一首文化財団

一般社団法人ちはやふる基金

●ゴールド

●シルバー

●ブロンズ

完全個別オンライン指導塾 となりにコーチ
共栄火災海上保険株式会社
株式会社NATTY SWANKY
ユニテックフーズ株式会社

株式会社八雲ソフトウェア

アースインターシステムズ株式会社
講談社BE LOVE編集部

植彌加藤造園株式会社／株式会社幻冬舎／カルターのためのかるたん
肉山／MUSHROOM TOKYO

株式会社山岡白竹堂

○副賞提供

○優勝扇提供



ちはやふる小倉山杯とは
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小倉百人一首競技かるた「ちはやふる小倉山杯」は、トップレベルの競技かるた選手が
競技する姿をできるだけ多くの方に観戦していただき、「見る競技」としての醍醐味を
体感していただくというコンセプトで誕生した競技かるたの大会です。
名人やクイーンをはじめ、競技かるた界を牽引するタイトル保持者やＡ級優勝者たちが
男女問わず百人一首の聖地である嵯峨嵐山文華館に集結し、3回戦で優勝を争います。
現役の選手のみならず将来的に選手を目指す子供たちに夢を与えることを願い、競技か
るたの振興に関わる3団体が力を合わせて開催しております。

先にご紹介いたしました企業様からご協賛を得て、
「ちはやふる小倉山杯」に一層ご注目いただけるように努めて参ります。



一般社団法人全日本かるた協会は『小倉百人一首』
を活用して行う競技かるたの大会や、『小倉百人一
首』に関する調査・研究、講演会・講習会等を通し
て、広く日本文化の振興・発展に努めております。
昭和23年に設立され、平成8年より社団法人として、
平成26年より一般社団法人として活動しています。

公益財団法人小倉百人一首文化財団は、小倉百人一
首を通じ文化・芸術・産業など各分野の更なる発展
や観光の振興に貢献することを目的として、平成
15年に設立されました。中核施設となる「嵯峨嵐
山文華館」の運営をはじめとして、小倉百人一首の
歌碑建立や芸術文化事業の開催など、小倉百人一首
の普及・発展活動に取り組んでおります。
平成25年に公益財団法人に移行しました。

■名称：一般社団法人全日本かるた協会
■住所：〒112-0012
東京都文京区大塚4-39-12 内藤ビル1F
■電話番号：03-3943-3100
（FAX）03-3943-3101
■ホームページ：https://www.karuta.or.jp

■名称：公益財団法人小倉百人一首文化財団
■住所：〒616-8385
京都府京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町11
■電話番号：075-882-1111
（FAX）075-882-1103
■メールアドレス：support@ogura-zaidan.org
■ホームページ： http://www.samac.jp

一般社団法人ちはやふる基金は、競技かるたと小倉
百人一首の普及振興を目的として設立されました。
マンガちはやふるの連載開始より、競技人口は右肩
上がりを続けていますが、それにともない運営負担
も大きくなっています。増大する運営費や大会会場
費の負担を軽減し、競技かるたに関わる誰もが無理
なく競技を続けられる環境を整備すること。それが
競技かるた及び歴史と伝統ある小倉百人一首文化の
普及振興の一助となります。

■名称：一般社団法人ちはやふる基金
■住所：〒108-0075
東京都港区港南2-16-1
品川イーストワンタワー4F
■ホームページ： https://chihayafund.com/
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主催について（一般社団法人全日本かるた協会）

共催について（公益財団法人小倉百人一首文化財団）

共催について（一般社団法人ちはやふる基金）

アニメ・映画化もされブレイクした「ちはやふる」

https://chihayafund.com/


1000年以上前から歌枕として詠まれ、愛されてきた嵯峨嵐山の風景。当館はこの地で誕生したと伝え
られる百人一首の歴史やその魅力と、日本画の粋を伝えるミュージアムです。
百人一首ゆかりの小倉山を背にし、大堰川を借景として取り込む二階からの眺めは、まさに日本画の
世界のよう。 1F常設展示には100体の歌仙人形（フィギュア）が英訳付きで並び、藤原定家によって
百人一首が選ばれた時から競技かるたに至るまでの変遷を紹介しています。
また2Fには120畳の広々とした畳ギャラリーは、じっくり座って自由に鑑賞することも可能。石庭を
望む明るいテラスにはカフェスペースが設けられており、景色を楽しみながらお寛ろぎいただけます

百人一首の歴史と日本画の粋を伝えるミュージアム
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■名称：嵯峨嵐山文華館／Saga Arashiyama Museum of Arts and Culture
■住所：〒616-8385 京都府京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町11
■電話番号：075-882-1111（FAX）075-882-1103
■メールアドレス：support@samac.jp ■ホームページ： http://www.samac.jp
■運営：公益財団法人小倉百人一首文化財団
■交通アクセス：JR山陰本線「嵯峨嵐山」駅下車、徒歩14分／
阪急嵐山戦「嵐山」駅下車、徒歩13分／嵐電（京福電鉄）「嵐山」駅下車、徒歩5分

■設立：2006年「百人一首殿堂 時雨殿」として設立
2011年 一時休館
2012年 リニューアルオープン
2017年 一時休館
2018年 11月1日「嵯峨嵐山文華館」としてリニューアルオープン

毎週火曜日・展示替期間・年末年始（12/30～1/1）
＜嵯峨嵐山文華館＞
一般・大学生 ¥900(800)/高校生 ¥500(400)/小中学/¥300(250)
障がい者と介添人1名まで 各¥500(400)

■休館
■料金

嵯峨嵐山文華館について

mailto:support@samac.jp
http://www.samac.jp/


本大会に関するお問い合わせ

TEL：075-882-1111 FAX：075-882-1103
Email：support@samac.jp

〒616-8385
京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町11
ちはやふる小倉山杯協賛募集担当（嵯峨嵐山文華館内）

ちはやふる小倉山杯イメージ（末次由紀先生イラスト）_横

ちはやふる小倉山杯イメージ（末次由紀先生イラスト）_縦

選手画像（第一回の様子）

試合風景_1

試合風景_2

5

プレス用画像一覧


